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1.はじめに 

(1)背景 

 日本は世界に類を見ない超高齢社会に突入し、出生率が減少する一方で 65歳以上の高齢者

人口は増加を続け、高齢化率は年々上昇している 1)。そうした状況の中で、政府は、意欲と能

力のある高齢者を支え手として活用する方針を示しており、高齢者の多様なニーズに応える就

業機会及び社会参加の場としてシルバー人材センター事業が注目され、事業の拡大が図られて

いる 2)。 

 シルバー人材センターは、「臨・短・軽」の就業の機会の提供とともに、様々な社会参加を

通じて、健康で生きがいのある生活の実現、地域社会の福祉の向上と活性化への貢献を目指す

組織である 3)。シルバー人材センターを対象とした先行研究では、健康 4-7)や QOL7-9)に関

連したものが多く、シルバー人材センターでの活動は、健康や QOLに有用であるとの報告が

されている。しかし、近年は会員数が減少傾向にあり 10)、事業が停滞している。退会に関し

て、仕事満足度が低いこと、事務職を希望すること、シルバー人材センター以外での就業日数

が多いことで退会しやすいことが明らかになっているが 11)、縦断的に退会の要因を検討した

もの、ミスマッチと退会との直接の関連を検討したものはまだない。 

(2)目的 

本研究では、都市部を対象に、新規登録会員の追跡調査によって、希望職群とのマッチングの

有無に焦点を当てて、退会に最も影響する要因を検討することを目的とする。 

 シルバー人材センターは、多様な就業ニーズに応える場として期待されているが、現在会員

数は減少傾向にある。退会の要因を明らかにすることは、今後シルバー人材センターについて

考える際の一資料になると考えられる。 

 

2.方法 

(1)対象  

 本研究では、東京都 A市のシルバー人材センターの 2013年 1月 1日～12月 31日の期間に

入会した新入会員を対象とし、2014年 12月 31日時点で退会しているか在籍しているかを追

跡した。 

(2)分析に用いたデータベース 

データは、「会員情報データ」、2013年及び 2014年の「就業実績データ」を用いた。データベ

ースは、「会員情報データ」「就業実績データ」を、個人単位で接合したものである。 

(3)測定尺度 

・目的変数：シルバー人材センターからの退会の有無 

・説明変数：希望職群とのマッチングの有無、月あたり就業量、就業率、希望職群、入会動機、

センター入会前の職種、性別、年齢 

 

(4)分析 

 本研究では、以下 3つの分析を行った。すべての集計・分析には、SPSS22.0を用いた。 



2 

 

・対象者の基本属性についての記述統計 

 ・退会会員の特性の記述統計及び特性別退会者の割合比較（χ2検定） 

 ・退会の要因分析（Cox回帰分析） 有意になった要因は更に記述統計を算出 

分析対象者は、2013年の新入会員 442名であった。 

 

(5)倫理的配慮 

 公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団から提供されたデータベースは、東京都 A市シルバー

人材センターとの共同研究協定に基づき作成され、個人情報はすべて除外されている。また、

著者のデータベース利用に関しては、データの取扱い、目的外利用の禁止などを定めた文書を

締結した。（承認番号 A26003） 

 

3.結果 

 分析対象者 442名は、男性 67.4%、女性 32.6%、平均年齢 69.2(±4.5)歳の集団であり(表 1)、

うち退会者は 103名(23.3%)であった。 

在籍月数の分布から、5か月と 10か月・11か月に退会のピークがあり、退会会員の 80%以上

が 1年以内に退会していた(表 3、図 2)。退会した月は 3月に集中していた(図 3)。退会理由は、

その他で就職(32.0%)、病気(本人)(14.6%)の順に多かった(表 4、図 4)。退会会員は、在籍会員

に比べて、70歳未満の会員、希望職群とのマッチングがなかった会員、就業量が少ない会員、

就業率 50%未満の会員の比率が高かった(表 5)。 

Cox回帰分析の結果、希望職群とのマッチングが無かった者(ハザード比=1.307、95%Cl: 

1.044～1.635)、月当たりの就業量が少ない者(ハザード比=1.716、95%Cl:1.387～2.122)、就

業率の高い者（ハザード比= .417、95%Cl: .320 ～ .543）ほど早期に退会する傾向が高かった

(表 6)。事務職を希望する会員の方がマッチングのない会員の比率が高く(表 7)、女性の方が就

業量が少ない会員の比率が高かった(表 8)。 

 

4.考察 

退会の要因として、シルバー人材センターへ「収入を伴う仕事」を求めて入会した会員が早期

に退会している可能性が示唆された。正規雇用を希望したができない会員が、次の就職までの

「つなぎ」として在籍している可能性がある。生きがい就労の理念とは異なるが、新規会員に

対して初めの1年は、ある程度の就業量の確保、希望する職業の提供を図ることが求められる。

一方で、同時に企業の再雇用の促進も必要である。 

 本研究の限界として、他の活動や健康指標など検討できていない要因があること、地域性の

問題が挙げられる。今後は、アンケートやインタビューにより今回検討できなかった要因の検

討や質的な検討、町村部のセンターも対象に加えての検討が必要になると考えられる。
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